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序

実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
関
し
て
は
、
大
き
く
分
け
て
、
①
何
を
基
準
に
そ
の
判
断
を
行
う
べ
き
か
、
②
実
行
の
着
手
の
有
無

を
判
断
す
る
際
の
基
礎
事
情
と
し
て
、
行
為
者
の
主
観
面
を
取
り
込
む
べ
き
か
、
取
り
込
む
と
す
れ
ば
ど
の
程
度
具
体
的
な
主
観
的

事
情
ま
で
考
慮
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
従
来
、
未
遂
犯
の
処
罰
根
拠
を
い
か
に
解
す
べ
き
か
、
ひ

い
て
は
刑
法
上
の
違
法
性
の
本
質
を
い
か
に
解
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。

確
か
に
、
実
行
の
着
手
は
未
遂
犯
の
成
立
要
件
で
あ
る
か
ら
、
未
遂
犯
の
処
罰
根
拠
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
、
そ
し
て
未

遂
犯
の
処
罰
根
拠
は
未
遂
犯
の
違
法
性
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、
違
法
性
の
本
質
の
理
解
と
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
自
明
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
予
備
と
未
遂
と
の
区
別
の
問
題
で
あ
る
実
行
の
着
手
時
期
の
問
題
に
は
、

未
遂
犯
の
処
罰
根
拠
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
び
つ
く
不
能
犯
論
と
は
異
な
っ
た
固
有
の
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
前
記
①
の
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
例
を
考
え
て
み
よ
う
。

X
が
A
殺
害
を
計
画
し
、
闇
ル

l
ト
か
ら
拳
銃
を
入
手
し
た
。

X
は
、
犯
行
当
日
、

A
が
寝
た
頃
を
み
は
か
ら
っ
て
拳
銃
を
携
え

て
A
宅
に
侵
入
し
た
が
、

A
の
寝
室
に
入
っ
た
と
こ
ろ
を
家
人
に
み
っ
か
り
、
取
り
押
さ
え
ら
れ
た
（
ま
た
は
、
寝
室
に
侵
入
し
た
時

点
で
X
が
翻
意
し
た
）
。
し
か
し
、
そ
の
後
判
明
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

X
が
用
意
し
た
拳
銃
は
不
良
品
で
、
た
と
え
引
き
金
を
引

い
た
と
し
て
も
弾
丸
が
出
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

X
の
用
意
し
た
拳
銃
が
A
殺
害
の
可
能
な
手

段
と
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
一
方
で
、
仮
に
可
能
な
手
段
と
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、

X
が
取
り
押
さ
え
ら

れ
た
時
点
（
ま
た
は
、
翻
意
し
た
時
点
）
で
殺
人
の
実
行
の
着
手
の
段
階
に
至
っ
て
い
た
か
も
問
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

未
遂
犯
の
処
罰
根
拠
を
構
成
要
件
的
結
果
発
生
の
危
険
に
求
め
る
と
い
う
現
在
の
通
説
を
前
提
と
し
て
も
、
不
能
犯
論
の
局
面
に
お

け
る
「
危
険
」
判
断
と
、
実
行
の
着
手
時
期
の
局
面
に
お
け
る
「
危
険
」
判
断
（
も
っ
と
も
、
実
行
の
着
手
時
期
を
「
危
険
」
を
基
準

113 



に
判
断
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
）
と
で
は
判
断
の
内
容
が
異
な
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

刑事法

ま
た
、
前
記
②
の
問
題
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
違
法
論
に
お
け
る
対
立
を
背
景
に
、
主
観
的
違
法
要
素
を
認
め
る
べ
き
か
と

い
う
論
争
の
一
場
面
と
し
て
、
特
に
未
遂
犯
に
お
い
て
故
意
を
主
観
的
違
法
要
素
と
す
べ
き
か
に
つ
き
激
し
い
論
争
が
行
わ
れ
て
き

た。

114 

慶麿の法律学

し
か
し
、
最
近
で
は
、
結
果
無
価
値
論
の
立
場
か
ら
、
未
遂
犯
に
お
い
て
故
意
は
主
観
的
違
法
要
素
と
し
て
認
め
な
い
が
、
「
行

為
意
思
」
は
主
観
的
違
法
要
素
と
し
て
認
め
る
と
い
う
見
解
（
以
下
で
は
、
こ
の
見
解
を
行
為
意
思
説
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）
も
現
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
見
解
の
一
部
か
ら
は
、
明
示
的
に
、
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
は
、
行
為
者
の
犯
行
計
画
ま
で
も

考
慮
す
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
と
行
為
者
の
主
観
面
の
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
、
か

つ
て
の
よ
う
に
違
法
論
か
ら
の
演
鐸
の
み
に
よ
っ
て
そ
の
解
決
を
導
く
こ
と
は
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
時
、
実
行

の
着
手
と
故
意
の
関
係
に
つ
い
て
問
題
を
提
起
す
る
最
高
裁
判
例
が
現
れ
た
こ
と
か
ら
、
故
意
・
犯
行
計
画
・
実
行
の
着
手
と
い
う

三
者
の
関
係
に
つ
い
て
も
一
度
議
論
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
紙
幅
の
関
係
上
、
特
に
前
記
②
の
問
題
に
つ
き
、
こ
れ
ま
で
議
論
の
状
況

を
整
理
・
検
討
し
、
私
な
り
の
見
解
を
示
し
た
い
と
思
う
。

（

1
）
こ
れ
以
外
に
も
、
特
殊
問
題
と
し
て
、
間
接
正
犯
・
離
隔
犯
の
場
合
の
着
手
時
期
、
不
真
正
不
作
為
犯
の
着
手
時
期
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な

行
為
の
場
合
の
着
手
時
期
と
い
っ
た
問
題
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
間
接
正
犯
、
不
真
正
不
作
為
犯
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
の
理
解

に
関
わ
る
問
題
も
含
む
た
め
、
本
稿
の
対
象
か
ら
は
外
す
こ
と
と
し
た
。

（

2
）
周
知
の
と
お
り
、
「
危
険
」
の
内
実
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
は
見
解
の
対
立
が
あ
る
。

不
能
犯
論
と
着
手
論
と
で
は
視
点
の
置
き
所
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
伊
藤
渉
H
小
林
憲
太
郎
H
鎮
目
征
樹
H
成
瀬

3 



実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

幸
典
H
安
田
拓
人
「
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
刑
法
総
論
」
（
二

O
O
五
）
二
五
一
二
五
二
頁
、
川
端
博
H
日
高
義
博
H
塩
見
淳
「
《
鼎
談
》
未
遂
犯
論
・
不

能
犯
論
の
現
在
」
現
代
刑
事
法
一
七
号
（
二

0
0
0
）
八
頁
。
も
っ
と
も
、
従
来
の
見
解
も
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
た
と
え
ば
、
西
田
典
之
「
刑
法
総
論
』
（
二

O
O
六
）
二
八
三
頁
は
、
不
能
犯
を
定
義
し
て
、
「
外
形
的
に
は
実
行
の
着
手
に
あ
た
る
行
為
が

行
な
わ
れ
た
が
、
事
後
的
・
客
観
的
に
は
結
果
発
生
の
可
能
性
が
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
」
と
す
る
が
、
こ
の
定
義
は
、
「
外
形
的
」
な
意
味
で
の
実

行
の
着
手
の
判
断
と
、
不
能
犯
の
判
断
と
は
別
個
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。

（
4
）
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
中
義
勝
「
故
意
の
体
系
的
地
位
」
『
平
場
安
治
博
士
還
暦
祝
賀
現
代
の
刑
事
法
学
（
上
）
』
（
一
九
七
七
）
一
五

一
頁
以
下
に
端
を
発
す
る
、
「
中
・
中
山
論
争
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
中
山
研
一
「
刑
法
の
論
争
問
題
」
（
一
九
九
二
一
頁
以
下

（
初
出
は
、
一
九
七
八
）
、
中
義
勝
『
刑
法
上
の
諸
問
題
」
（
一
九
九
一
）
一
頁
以
下
（
初
出
は
、
一
九
八
八
）
、
中
山
・
前
掲
書
二
四
頁
以
下
（
初
出
は
、

一
九
八
八
、
一
九
八
九
）
、
中
義
勝
「
主
観
的
不
法
要
素
の
全
面
的
否
認
説
に
つ
い
て
（
一
）
（
一
了
完
）
」
法
学
教
室
一

O
六
号
（
一
九
八
九
）
八
O

頁
以
下
、
一

O
七
号
（
一
九
八
九
）
九
六
頁
以
下
。
こ
の
論
争
を
検
討
の
対
象
と
し
た
も
の
と
し
て
、
曽
根
威
彦
「
刑
事
違
法
論
の
研
究
』
（
一
九
九

八
）
五
五
頁
以
下
。
さ
ら
に
、
垣
口
克
彦
「
主
観
的
違
法
要
素
の
理
論
」
『
刑
法
理
論
の
探
究
｜
中
刑
法
理
論
の
検
討
1

』
（
一
九
九
二
）
九
一
頁
以
下
、

振
津
隆
行
「
刑
事
不
法
論
の
展
開
』
（
二

O
O
四
）
一
五
七
頁
以
下
。

以
上
の
ほ
か
、
主
観
的
違
法
要
素
の
問
題
に
関
す
る
文
献
と
し
て
、
浅
田
和
茂
「
主
観
的
違
法
要
素
と
犯
罪
論
｜
結
果
無
価
値
論
の
立
場
か
ら
｜
」

現
代
刑
事
法
ゴ
一
号
（
一
九
九
九
）
四
六
頁
以
下
、
佐
伯
千
偲
「
刑
法
に
お
け
る
違
法
性
の
理
論
』
（
一
九
七
四
）
三

O
九
頁
以
下
、
曽
根
威
彦
「
主
観

的
要
素
と
犯
罪
論
構
造
」
『
鈴
木
茂
嗣
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
［
上
巻
］
』
（
二

O
O
七
）
一
二
三
頁
以
下
、
高
橋
則
夫
『
規
範
論
と
刑
法
解
釈
論
」
（
二

0
0七
）
四
七
頁
以
下
、
日
高
義
博
『
違
法
性
の
基
礎
理
論
」
（
二

O
O
五
）
四
一
頁
以
下
。

未
遂
犯
に
お
け
る
主
観
的
違
法
要
素
の
問
題
に
つ
い
て
特
化
し
て
論
じ
た
文
献
と
し
て
は
、
内
山
良
雄
「
未
遂
犯
に
お
け
る
危
険
判
断
と
故
意
」

『
西
原
春
夫
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
一
巻
』
（
一
九
九
八
）
四
四
七
頁
以
下
、
木
村
静
子
「
未
遂
犯
に
お
け
る
既
遂
故
意
と
主
観
的
違
法
要
素
」
『
福

田
平
博
士
・
大
塚
仁
博
士
古
稀
祝
賀
論
文
集
刑
事
法
学
の
総
合
的
検
討
（
上
）
』
（
一
九
九
三
）
一

O
五
頁
以
下
、
二
本
柳
誠
「
未
遂
犯
に
お
け
る
危

険
判
断
と
行
為
意
思
」
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
二
一

O
号
（
二

O
O
六
）
一
四
七
頁
以
下
。
さ
ら
に
、
堀
内
捷
一
二
「
行
為
意
思
と
故
意
の
関

係
に
つ
い
て
｜
実
行
の
着
手
時
期
へ
の
一
つ
の
視
座
」
警
察
研
究
五
五
巻
八
号
（
一
九
八
四
）
三
頁
以
下
。

（5
）
佐
伯
仁
志
「
違
法
性
の
判
断
」
法
学
教
室
二
九

O
号
（
二

O
O
四
）
六
三
頁
、
鈴
木
左
斗
志
「
方
法
の
錯
誤
に
つ
い
て
」
金
沢
法
学
三
七
巻
一

1 1う



刑事法

号
（
一
九
九
五
）
九
一
頁
以
下
、
同
「
実
行
の
着
手
」
西
田
典
之
H
山
口
厚
編
『
刑
法
の
争
点
［
第
三
版
］
」
（
二

0
0
0
）
八
九
頁
、
高
山
佳
奈
子

「
故
意
と
違
法
性
の
意
識
」
（
一
九
九
九
）
一
五

O
頁
以
下
、
西
田
・
前
掲
注
（
3
）
八
二
｜
八
三
頁
、
山
口
厚
「
刑
法
総
論
［
第
二
版
］
』
（
二

0
0

七
）
二
七
一
頁
、
二
本
柳
・
前
掲
注
（
4
）
一
五

O
頁
以
下
。
さ
ら
に
、
和
田
俊
憲
「
未
遂
犯
」
山
口
厚
編
著
『
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
刑
法
』
（
二

0
0

一一一）一一一

116 

慶麿の法律学

一頁。

6 

一
二
四
頁
、
西
田
・
前
掲
注
（
3
）
二
八
五
頁
、
山
口
・
前
掲
注
（
5
）
二
七

「
主
観
的
違
法
要
素
の
再
検
討
」
（
一
）
ー
さ
乙
完
」
法
律
時
報
六
一

佐
伯
仁
志
「
未
遂
犯
論
」
法
学
教
室
三

O
四
号
（
二

O
O
六）

一
ー
ー
二
七
二
頁
。
さ
ら
に
、
町
野
朔
「
現
代
刑
事
法
学
の
視
点
中
山
研
一

巻
一

O
号
（
一
九
八
九
）
一
三
四
頁
。

7 

最
決
平
成
一
六
年
三
月
一
一
一
一
日
刑
集
五
八
巻
三
号
一
八
七
頁
。

故
意
を
め
ぐ
る
問
題

問
題
の
整
理

実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
故
意
を
考
慮
す
べ
き
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
一
つ
の
レ
ベ
ル
の
異
な
る
問
題
が
あ
る
。
ひ
と
つ

は
、
故
意
を
考
慮
す
る
こ
と
が
、
何
罪
の
未
遂
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
を
判
別
す
る
た
め
に
必
要
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ

り
、
も
う
ひ
と
つ
は
故
意
が
行
為
の
危
険
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
平
野
龍
一
は
、
故
意
を
考
慮

す
べ
き
だ
と
す
る
主
張
の
根
拠
と
し
て
、
「
：
：
：
ピ
ス
ト
ル
の
銃
口
を
相
手
方
に
む
け
た
場
合
（
着
手
未
遂
）

で
も
、
殺
人
の
実
行

行
為
な
の
か
、
傷
害
の
実
行
行
為
な
の
か
、
あ
る
い
は
脅
迫
の
実
行
行
為
な
の
か
は
、
行
為
者
の
主
観
を
あ
わ
せ
考
え
な
け
れ
ば
判

別
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ピ
ス
ト
ル
を
射
っ
た
が
あ
た
ら
な
か
っ
た
場
合
（
実
行
未
遂
）

で
も
、
殺
人
未
遂
な
の
か
傷
害
未

遂
な
の
か
は
、
行
為
者
の
主
観
を
考
慮
に
入
れ
な
い
で
は
、
判
別
で
き
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
殺
人
の
故
意
が
あ
れ
ば
行
為
者

の
身
体
は
そ
の
日
的
の
達
成
に
適
す
る
よ
う
に
規
整
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
未
遂
の
場
合
、
故
意
（
結
果
の
認
識
）
は
主
観
的
違
法
要



素
だ
と
い
わ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
故
意
を
考
慮
に
入
れ
て
、
行
為
の
客
観
的
危
険
性
を
判
断
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
引
用
文
中
の
「
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
：
：
：
」
よ
り
前
の
部
分
は
犯
罪
の
個
別
化
の
必
要
性
に
か
か

わ
る
論
拠
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
後
の
部
分
は
行
為
の
危
険
性
に
か
か
わ
る
論
拠
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
両
者
の
問
題
は
区
別

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
後
者
は
故
意
が
行
為
の
違
法
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
わ
る
問
題
で

あ
る
の
に
対
し
、
前
者
は
必
ず
し
も
そ
れ
と
直
結
す
る
問
題
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
未
遂
犯
に
お
い
て
故
意
を
主
観
的
違
法
要
素

と
し
て
認
め
な
い
見
解
か
ら
も
、
故
意
を
責
任
に
か
か
わ
る
構
成
要
件
要
素
と
し
て
認
め
、
実
行
の
着
手
を
判
断
す
る
際
に
故
意
は

考
慮
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
見
解
は
主
張
さ
れ
て
い
る
。

実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

こ
の
よ
う
な
区
別
に
対
し
て
は
、
ど
ち
ら
の
論
拠
を
用
い
よ
う
が
、
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
あ
た
っ
て
故
意
を
考
慮
す
べ
き

だ
と
す
る
結
論
が
同
じ
な
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
主
張
の
背
後
に
あ
る
体
系
論
的
な
相
違
は
度
外
視
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

批
判
も
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
行
為
の
危
険
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
故
意
を
考
慮
す
る
か
否
か
は
、
行
為
者
の
主
観
面

を
考
慮
せ
ず
純
客
観
的
に
行
為
を
観
察
す
れ
ば
構
成
要
件
的
結
果
発
生
の
危
険
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
、
行
為
者
に
故
意
が
あ
る

こ
と
を
理
由
に
結
果
発
生
の
危
険
を
肯
定
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
問
題
と
関
連
性
を
有
す
る
。
こ
の
問
題

が
顕
在
化
す
る
の
が
不
能
犯
論
で
あ
り
、
（
未
遂
犯
に
お
い
て
）
故
意
を
主
観
的
違
法
要
素
と
す
る
見
解
が
具
体
的
危
険
説
と
親
和
性

を
持
ち
、
違
法
要
素
と
は
考
え
な
い
見
解
が
客
観
的
危
険
説
と
親
和
性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
従
来
、
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
故
意
を
考
慮
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
主
に
故
意
が
行
為
の

危
険
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
と
い
う
形
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
こ
の
問
題
に
焦
点
を
絞
る
。

行
為
の
危
険
性
と
故
意

2 
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も
っ
と
も
、
故
意
を
主
観
的
違
法
要
素
と
認
め
、
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
だ
と
い
う
見
解
の
全
て
が
、
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故
意
が
行
為
の
危
険
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
福
田
平
は
、
「
行
為
は
、
主

観
H
客
観
の
全
体
構
造
を
も
っ
た
統
一
体
で
あ
る
か
ら
、
実
行
の
着
手
も
、
主
観
・
客
観
の
両
側
面
か
ら
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
と
し
て
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
故
意
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
が
、
故
意
が
行
為
の
危
険
性
に
影
響
を
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及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
ま
た
、
故
意
を
既
遂
犯
の
場
合
に
も
違
法
要
素
と
し
て
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る
文
脈
の
中

で
、
故
意
犯
と
過
失
犯
と
で
は
「
社
会
的
相
当
性
か
ら
の
逸
脱
の
程
度
が
ま
っ
た
く
こ
と
な
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、

必
ず
し
も
故
意
が
行
為
の
法
益
侵
害
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
結
果
無
価
値
一
元
論
の
立
場
か
ら
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
故
意
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
す
る
見
解
は
、

故
意
が
行
為
の
危
険
性
に
影
響
を
与
え
る
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
故
意
を
一
般
的
主
観
的
違
法
要
素
と
認
め
る
行
為
無
価
値
論
の
立

場
か
ら
も
、
故
意
は
行
為
の
危
険
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
が
ゆ
え
に
違
法
要
素
な
の
だ
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
中

義
勝
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
経
験
上
、

一
定
の
範
囲
に
お
い
て
因
果
的
知
見
を
も
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
因
果
的
知
見
を

利
用
し
、
因
果
律
に
則
っ
て
外
界
に
働
き
か
け
、
所
望
の
結
果
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
と
よ
り
、
因
果
律
は
、
わ
れ
わ
れ

の
経
験
的
知
識
や
そ
の
利
用
意
図
と
は
無
関
係
に
、

一
定
の
原
因
さ
え
あ
れ
ば
法
則
的
に
機
動
し
、

一
定
の
結
果
を
惹
起
す
る
。
し

か
し
、
こ
れ
を
人
の
行
為
に
限
っ
て
い
え
ば
、
因
果
的
知
見
を
利
用
し
、
原
因
を
因
果
律
の
軌
道
に
乗
る
よ
う
に
設
定
し
、
と
き
に

可
能
か
つ
必
要
な
軌
道
修
正
を
も
施
し
つ
つ
因
果
的
進
行
を
図
っ
て
結
果
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
方
が
、
ま
ぐ
れ
あ
た
り
で

結
果
の
惹
起
を
み
る
場
合
よ
り
も
、
は
る
か
に
結
果
発
生
の
確
実
度
が
高
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
」
と
し
て
、
故
意
行
為
は

非
故
意
行
為
よ
り
も
法
益
侵
害
の
危
険
度
が
高
い
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
既
遂
犯
に
お
い
て
故
意
を
主
観
的
違
法
要
素
と
す
る
根

拠
に
つ
い
て
も
、
故
意
犯
は
結
果
発
生
の
危
険
が
よ
り
大
き
い
経
過
を
辿
っ
て
結
果
発
生
に
至
っ
た
が
ゆ
え
に
、
過
失
犯
と
比
べ
て

よ
り
重
い
違
法
評
価
を
受
け
る
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
故
意
を
行
為
の
危
険
性
と
関
係
づ
け
る
考
え
方
に
対
し
て
は
、
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
行
為
者
の
主
観



面
を
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
批
判
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
実
行
の
着
手
が
問
題
と

な
る
ほ
と
ん
ど
全
て
の
場
合
は
、
客
観
的
事
実
の
観
察
に
よ
っ
て
危
険
の
有
無
は
判
別
可
能
で
あ
り
、
故
意
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て

当
該
構
成
要
件
の
結
果
発
生
の
危
険
を
認
め
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
い
う
批
判
、
ま
た
、
「
無
過
失
行
為
か
ら
で
も
法
益
侵
害
は

生
じ
る
の
で
あ
り
、
無
過
失
だ
か
ら
故
意
行
為
に
比
べ
て
危
険
は
低
い
な
ど
と
は
い
え
な
い
。
」
と
し
、
故
意
は
行
為
の
危
険
性
と

実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

は
無
関
係
で
あ
る
と
す
る
批
判
で
あ
る
。

し
か
し
、
行
為
者
の
主
観
面
を
全
く
度
外
視
し
て
実
行
の
着
手
の
有
無
の
判
断
を
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
と
え
ば
、
他
人
に
拳
銃
を
向
け
て
引
き
金
に
指
を
か
け
た
と
こ
ろ
を
取
り
押
さ
え
ら
れ
た
場
合
、
当
該
他
人
の
生
命
に
対
す
る
危

険
の
有
無
が
問
題
と
な
ろ
う
が
、
主
観
面
を
一
切
考
慮
し
な
い
場
合
、
未
遂
犯
の
違
法
性
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
が
過
度
に
狭
く
な
る

か
、
過
度
に
広
く
な
る
か
の
ど
ち
ら
か
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
引
き
金
が
い
ま
だ
引
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に

生
命
に
対
す
る
危
険
を
否
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
着
手
未
遂
の
成
立
す
る
余
地
が
な
く
な
り
処
罰
範
囲
が
狭
く
な
り
す
ぎ
る
し
、
他

方
で
、
拳
銃
か
ら
何
ら
か
の
拍
子
に
弾
丸
が
飛
び
出
す
可
能
性
を
根
拠
に
生
命
に
対
す
る
危
険
を
肯
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
未
遂
犯

の
違
法
性
を
認
め
る
範
囲
が
広
く
な
り
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
広
い
範
囲
で
未
遂
犯
の
違
法
性
を

肯
定
し
た
場
合
、
そ
の
主
観
的
反
映
で
あ
る
故
意
も
広
い
範
囲
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
と
え
ば
、
拳
銃
が
暴
発
す
る
危
険
の
み
で
殺
人
未
遂
の
違
法
性
を
肯
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
拳
銃
が
暴
発
し
て
被
害
者
が

死
ね
ば
よ
い
と
思
い
な
が
ら
引
き
金
に
手
を
か
け
た
場
合
も
殺
人
未
遂
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
結
論
は
不
当

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
馬
鹿
げ
た
事
例
は
あ
り
え
な
い
し
、
あ
っ
た
と
し
て
も
不
能
犯
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
練
っ
て
そ
の
よ
う
な
危
険
で
未
遂
犯
処
罰
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
不
適
当
だ
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
客
観
的
に
次
の
瞬
間
に
も
殺
害
で
き
る
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
危
険
の
根
拠
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
場
合
、
「
例
え
ば
、
信
号
待
ち
の
自
動
車
の
前
を
歩
行
者
が
横
断
す
る
場
合
、
自
動
車
と
い
う
殺
傷
能
力
の
高
い
道
具
が
人
に

119 
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向
け
ら
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
む
と
い
う
行
為
意
思
が
な
く
て
も
、
未
遂
処
罰
に
値
す
る

危
険
を
肯
定
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
」
ず
、
不
当
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
主
観
面
を
一
切
考
慮
に
入
れ
な
い
と
す
る
見
解
に
は
無
理
が
あ
る
。
学
説
上
も
、
従
来
、
実
行
の
着
手
時
期
を
判

断
す
る
に
あ
た
っ
て
故
意
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
す
る
見
解
の
方
が
多
数
説
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
近
時
、
故
意
を
行

為
の
危
険
性
に
結
び
つ
け
る
見
解
に
対
し
て
は
、
さ
ら
に
行
為
意
思
説
か
ら
重
要
な
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

行
為
意
思
説
は
、
結
果
発
生
の
有
無
が
行
為
者
の
さ
ら
な
る
行
為
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
、
行
為
者
が
そ
の
よ
う
な
行
為
を
行
う

意
思
（
行
為
意
思
）
を
有
し
て
い
る
か
否
か
は
行
為
の
危
険
性
に
影
響
を
与
え
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
故
意
は
行
為
の
危
険
性

と
は
無
関
係
だ
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
た
と
え
ば
行
為
者
が
目
の
前
の
物
体
を
熊
だ
と
思
っ
て
そ
れ
に
向
け
て
銃
の
狙
い
を
定
め
た

が
、
実
際
に
は
そ
れ
は
熊
で
は
な
く
人
で
あ
っ
た
と
い
う
場
合
、
行
為
者
に
引
き
金
を
引
く
意
思
が
あ
る
以
上
は
人
の
生
命
に
対
す

る
客
観
的
な
危
険
は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
行
為
者
が
そ
れ
を
熊
だ
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
（
H

殺
人
の
故
意
が
な
い
と

い
う
こ
と
）
は
行
為
の
危
険
性
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
む
し
ろ
こ
の
場
合
に
行
為
の
危
険
性
に
と
っ
て
決
定
的
な
要
素
は
、
故
意
と

は
区
別
さ
れ
た
「
行
為
を
行
う
意
思
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
拳
銃
の
銃
口
が
被
害
者
の
心
臓
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う

場
合
、
被
害
者
が
殺
害
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
か
否
か
は
引
き
金
を
引
く
行
為
を
行
う
意
思
が
あ
る
か
に
か
か
っ
て
お
り
、
故
意
と
は

必
ず
し
も
関
係
が
な
い
と
も
い
わ
れ
る
。

し
か
し
、
行
為
意
思
説
が
「
行
為
を
行
う
意
思
」
と
い
う
際
、
ど
の
よ
う
な
「
行
為
」
を
想
定
し
て
い
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
指
を
動
か
す
」
「
引
き
金
を
引
く
」
等
と
い
っ
た
身
体
的
動
作
を
行
う
意
思
と
い
う
レ
ベ
ル
で
の
行
為

思の
」意

盆思
還玄
行心、
為定
意し
思きて

し瓦

とる
いの
つか-r，、

犯主
罪と
をも
五行
成 為
守者
1 の
生犯
Jill、行

型詰
~~ ~ 
tを
も；.
f ! 
本日 二三

定！こ

与者
り込
ω ん
の叫

カ：王
必て
ず「
し既
も遂
明結
ら果
か惹
で 起
はの
な意

い
の
で
あ
る
。
現
に
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
最
近
で
は
、
行
為
意
思
説
の
論
者
の
中
で
、
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て



犯
行
計
画
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
明
言
す
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
の
考
え
方
を
と
る
か
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
で
結
論
の
差
が
生
じ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
判
例
で
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
自
動
車
を
利
用
し
た
強
姦
の
ケ
l
ス
（
後
掲
最
決

昭
和
四
五
年
七
月
二
八
日
参
照
）
で
、
行
為
者
が
女
性
を
自
動
車
内
に
引
き
ず
り
込
も
う
と
す
る
行
為
の
時
点
で
強
姦
の
着
手
が
認
め

ら
れ
る
か
が
論
点
と
な
る
が
、
そ
の
際
、
「
自
動
車
内
に
引
き
ず
り
込
む
意
思
」
を
考
慮
す
る
の
か
、
「
自
動
車
に
引
き
ず
り
込
ん
だ

上
で

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
別
の
場
所
で
姦
淫
す
る
意
思
」
を
考
慮
す
る
の
か
で
、
着
手
判
断
の
結
論
が
異
な
り
得
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

こ
の
点
、
前
者
の
考
え
方
を
と
っ
た
場
合
、
ど
こ
ま
で
微
細
に
行
為
を
切
り
取
っ
て
そ
の
意
思
を
考
え
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
拳
銃
の
銃
口
が
目
の
前
の
人
の
方
向
か
ら
わ
ず
か
に
外
れ
て
い
る
場
合
、
行
為
者
に
「
引
き
金
を
引
く
意
思
」
が
あ
っ

た
か
否
か
を
問
題
と
す
る
の
か
、
「
目
の
前
の
物
体
を
狙
っ
て
引
き
金
を
引
く
意
思
」
が
あ
っ
た
か
否
か
を
問
題
と
す
る
の
か
、
さ

ら
に
具
体
的
に
「
目
の
前
の
物
体
の
中
心
部
を
狙
っ
て
引
き
金
を
引
く
意
思
」
が
あ
っ
た
か
否
か
を
問
題
に
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、

結
論
が
変
わ
り
得
る
場
合
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
ど
の
レ
ベ
ル
で
行
為
を
切
り
取
る
べ
き
か
に
つ
い
て
決
定
的
な
基
準
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
後
者
の
考
え
方
を
と
っ
た
場
合
、
故
意
と
は
切
り
離
し
て
行
為
者
の
犯
行
計
画
を
考
慮
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
可
能
な
の

か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
先
の
自
動
車
を
利
用
し
た
強
姦
の
ケ
l
ス
で
、
行
為
者
が
被
害
者
を
女
性
と
認
識
し
て
い
た

か
否
か
を
度
外
視
し
て
「
既
遂
結
果
惹
起
意
思
」
な
り
「
行
為
完
遂
意
思
」
な
り
を
問
題
と
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
は
疑
問
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

3 

故
意
を
考
慮
す
る
見
解
の
再
検
討
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私
見
で
は
、
実
行
の
着
手
判
断
に
あ
た
っ
て
故
意
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
未
遂
犯
は
単
な
る
危
険
犯
で
は
な
い
。
未
遂
犯



刑事法

は
、
行
為
者
の
主
観
面
が
客
観
面
を
超
過
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
超
過
部
分
で
あ
る
既
遂
犯
の
故

122 
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意
が
未
遂
犯
の
違
法
性
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
主
観
的

な
超
過
部
分
を
責
任
要
素
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
違
法
性
に
対
応
物
を
持
た
な
い
超
過
的
な
責
任
要
素
が
処
罰
を
根
拠
づ
け
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
「
心
情
刑
法
」
に
あ
た
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
違
法
性
と
ま
っ
た
く
関
連
性
を
持
た

な
い
要
素
が
な
ぜ
処
罰
を
積
極
的
に
根
拠
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
説
明
が
困
難
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
故
意
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
し
て
も
、
故
意
は
行
為
の
危
険
性
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
に
答
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
、
仮
に
故
意
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
す
る
見
解
が
、
故
意
が
物
理
的
・
客
観
的
な
意
味
で
の
行
為
の
危
険
性
に
影
響
を
与
え

る
と
主
張
す
る
学
説
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
妥
当
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
行
為
意
思
説
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
行
為
者
が
銃
口

の
先
の
客
体
を
人
だ
と
認
識
し
て
い
な
く
と
も
、
拳
銃
の
引
き
金
を
引
く
意
思
が
あ
れ
ば
、
人
に
対
す
る
危
険
が
客
観
的
に
存
在
す

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
刑
法
一
七
七
条
後
段
の
「
十
三
歳
未
満
の
女
子
」
で
あ
る
こ
と
の
認
識

の
有
無
が
同
条
の
結
果
発
生
の
危
険
と
関
係
が
あ
る
と
も
い
い
難
い
。
「
十
三
歳
未
満
の
女
子
で
あ
る
こ
と
に
向
け
て
行
為
す
る
」

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
故
意
を
考
慮
す
る
見
解
は
、
「
行
為
の
危
険
性
」
に
つ
い
て
、
行
為
の
時
点
か
ら
み
た
危
険
を
念
頭
に
置
い
て
い
る

の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
銃
口
が
客
体
の
方
向
か
ら
ズ
レ
て
い
た
か
ど
う
か
は
事
後
に
な
っ
て
は
じ
め
て
明
ら

か
に
な
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
行
為
の
時
点
で
故
意
を
持
っ
て
引
き
金
を
引
こ
う
と
思
っ
た
か
、
そ
う
で
な
か
っ
た
か
に
よ
っ
て
行

為
の
危
険
性
に
差
が
あ
る
と
い
う
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
、
行
為
の
時
点
か
ら
み
た
危
険
を
問
題
に
し
た
と
し
て
も
、
「
狙
っ
て
撃

つ
」
と
い
う
よ
う
な
、
行
為
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
結
果
実
現
を
は
か
ろ
う
と
す
る
意
思
の
部
分
は
行
為
の
危
険
性
に
影
響
を
与
え

る
と
考
え
得
る
が
、
客
体
の
属
性
（
た
と
え
ば
、
客
体
が
十
三
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
）
の
認
識
な
ど
は
や
は
り
行
為
の
危
険
性
に
影
響



を
与
え
る
と
は
い
い
難
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
次
に
考
え
得
る
の
は
、
こ
こ
で
い
う
「
危
険
性
」
が
、
先
に
引
用
し
た
福
田
の
見
解
と
同
様
に
社
会
的
相
当
性
か
ら
の

逸
脱
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
を
「
行
為
の
危
険
性
」
と
表
現
す
る
の
は
ミ
ス
リ

ー
デ
イ
ン
グ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
端
的
に
社
会
的
相
当
性
を
問
題
と
す
る
と
し
て
も
、
社
会
的
相
当
性
を
違
法
性
の

本
質
と
と
ら
え
る
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
。

実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
故
意
を
考
慮
す
る
根
拠
は
、
端
的
に
行
為
の
規
範
違
反
性
の
観
点
か
ら
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
行
為
者
の
認
識
事
情
を
基
礎
に
し
て
構
成
要
件
的
結
果
発
生
の
危
険
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
刑
法
は
行
為
者
に
そ

の
実
現
に
向
け
た
行
為
に
出
る
こ
と
を
禁
じ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
よ
う
な
禁
止
に
反
し
た
場
合
に
は
、
規
範

実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

に
対
す
る
違
反
が
認
め
ら
れ
、
行
為
の
違
法
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
根
拠
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
不
能

犯
論
に
お
い
て
具
体
的
危
険
説
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
一
般
人
の
判
断
が
加
わ
る
）
。
た
と
え
ば
、
行
為
者
が
人
を
動
物
だ
と
誤

信
し
て
そ
れ
に
向
か
っ
て
ピ
ス
ト
ル
を
構
え
た
と
い
う
場
合
、
確
か
に
行
為
者
に
殺
人
の
故
意
が
な
く
と
も
、
「
引
き
金
を
引
く
意

思
」
を
有
し
て
い
れ
ば
、
人
の
死
亡
と
い
う
結
果
発
生
の
客
観
的
危
険
性
は
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
法
が
行
為
者
に

対
し
て
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
場
合
の
行
為
者
に
「
人
を
殺
す
な
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し

て
も
意
味
が
な
い
。
行
為
者
が
目
の
前
の
物
体
を
人
だ
と
思
っ
て
い
な
い
以
上
、
こ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
も
行
為
者
は

こ
れ
に
直
面
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
行
為
者
に
つ
い
て
は
刑
法
一
九
九
条
の
構
成
要
件
が
提
示
す
る
行
為
規

範
に
対
す
る
違
反
が
認
め
ら
れ
ず
、
殺
人
罪
の
実
行
の
着
手
を
問
題
に
す
る
余
地
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
目
の
前
の
物

体
を
人
だ
と
認
識
し
つ
つ
、
殺
意
を
持
っ
て
こ
れ
に
向
け
て
ピ
ス
ト
ル
を
構
え
る
者
は
、
刑
法
一
九
九
条
の
構
成
要
件
が
提
示
す
る

規
範
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
殺
人
未
遂
罪
の
成
否
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
故
意
を
必
ず
し
も
行
為
の
客
観
的
危
険
性
と
結
び
つ
け
な
い
考
え
方
に
対
し
て
は
、
行
為
意
思
説
か
ら
の
批
判
は
妥



当
し
な
い
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
未
遂
犯
に
お
い
て
は
故
音
ゆ
を
主
観
的
違
法
要
素
と
し
て
考
え
る
べ
き
だ
と
す

刑事法
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れ
ば
、
実
行
の
着
手
時
期
に
お
い
て
行
為
意
思
の
み
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
す
る
見
解
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
故
意
を
考
慮
す
べ

慶醸の法律学

き
だ
と
す
る
見
解
の
方
が
優
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
結
果
無
価
値
一
元
論
か
ら
故
音
ゆ
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
行
為
の
規
範
違
反
性
を
問
題
に
し

な
い
以
上
、
行
為
意
思
説
の
指
摘
が
妥
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
結
果
無
価
値
一
元
論
か
ら
実
行
の
着
手
時
期
に
判
断
に
お
い
て
故

意
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
す
る
主
張
に
は
論
理
的
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
刑
法
総
論
H
」
（
一
九
七
五
）
一
一
二
四
頁
。

（
9
）
曽
根
「
刑
事
違
法
論
の
研
究
』
（
前
掲
注
（
4
）
）
七
O

七
一
頁
、
二
本
柳
・
前
掲
注
（
4
）

（
同
）
曽
根
威
彦
「
刑
法
総
論
［
第
四
版
］
』
（
二

O
O
八
）
一
一
一
五
｜
一
二
六
頁
、
日
高
・
前
掲
注
（
4
）
六
三
頁
、
同
「
実
行
の
着
手
と
早
す
ぎ
た

結
果
の
発
生
」
専
修
ロ

l
ジ
ャ
ー
ナ
ル
創
刊
号
（
二

O
O
六
）
一
二
八
頁
、
前
田
雅
英
『
刑
法
総
論
講
義
〔
第
四
版
］
』
（
二

O
O
六
）
一
回
二
頁
。

（
日
）
た
だ
し
、
最
近
、
故
意
を
違
法
要
素
と
認
め
な
が
ら
、
不
能
犯
論
に
お
い
て
客
観
的
危
険
説
を
採
用
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

増
田
豊
「
規
範
論
に
よ
る
行
為
無
価
値
の
目
的
論
的
・
比
例
的
縮
小
｜
比
例
の
原
則
と
不
能
犯
・
抽
象
的
危
険
犯
・
過
失
犯
の
構
造
」
「
三
原
憲
三
先

生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』
（
二

O
O
二
）
二
八
七
頁
以
下
。
さ
ら
に
、
照
沼
亮
介
『
体
系
的
共
犯
論
と
刑
事
不
法
論
』
（
二

O
O
五
）
六
三
頁
以
下
。

（
ロ
）
福
田
平
「
全
訂
刑
法
総
論
〔
第
四
版
〕
」
（
二

O
O
四
）
二
二
六
頁
。
さ
ら
に
、
同
『
刑
法
解
釈
学
の
諸
問
題
』
（
二

O
O七
）
八
二
頁
。

（
日
）
福
田
「
全
訂
刑
法
総
論
〔
第
四
版
〕
』
（
前
掲
注
（
口
）
）
八
六
頁
。

（
凶
）
さ
ら
に
、
大
塚
仁
「
刑
法
概
説
（
総
論
）
〔
第
三
版
増
補
版
〕
」
（
二

O
O
五
）
一
六
五
頁
、
一
九
二
一
ー
ー
一
九
四
頁
、
三
五

O
頁
も
故
意
と
行
為
の

危
険
性
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
同
「
故
意
の
体
系
的
地
位
」
『
刑
事
法
学
の
課
題
と
展
望
香
川
達
夫
博
士
古
稀
祝
賀
』
（
一
九
九
六
）

二
九
頁
は
、
故
意
犯
が
過
失
犯
よ
り
も
違
法
性
の
程
度
が
重
い
理
由
を
、
「
国
家
・
杜
会
倫
理
規
範
に
対
す
る
違
反
性
が
著
し
く
、
か
っ
、
法
益
に
対

す
る
侵
害
の
危
険
性
も
大
き
い
」
と
い
う
こ
と
に
求
め
て
い
る
。

8 

平
野
龍

一
四
八
頁
。



（
日
）
佐
伯
千
偲
『
四
訂
刑
法
講
義
（
総
論
）
』
（
一
九
八
二
一
八
九
頁
、
二
九
九
頁
、
平
野
・
前
掲
注
（
8
）
一
二
一
四
頁
、
同
「
刑
法
の
機
能
的
考

察
』
（
一
九
八
四
）
コ
一
四
頁
以
下
、
堀
内
捷
二
一
「
刑
法
総
論
［
第
二
版
］
』
（
二

O
O
四
）
二
三

O
頁
。
着
手
未
遂
の
場
合
に
限
り
故
意
が
行
為
の
危
険

性
に
影
響
を
与
え
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
林
幹
人
『
刑
法
総
論
』
（
二

0
0
0
）
三
五
八
頁
。

（
凶
）
中
義
勝
「
故
意
の
体
系
的
地
位
」
（
前
掲
注
（
4
）
）
一
五
六
頁
。
故
意
が
行
為
の
危
険
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
す
る
も
の
と
し
て
、
大
谷
賓
「
刑

法
講
義
総
論
［
新
版
第
二
版
］
』
（
二

O
O
七
）
三
六
九
頁
、
奥
村
正
雄
「
未
遂
犯
に
お
け
る
危
険
概
念
」
刑
法
雑
誌
三
ゴ
一
巻
二
号
（
一
九
九
三
）
一

0
0

一
O
一
頁
、
川
端
博
『
刑
法
総
論
講
義
第
二
版
』
（
二

O
O
六
）
四
六
O
i四
六
一
頁
、
佐
久
間
修
「
刑
法
講
義
〔
総
論
〕
』
（
一
九
九
七
）

六
二
頁
、
団
藤
重
光
「
刑
法
綱
要
総
論
第
三
版
」
（
一
九
九
O
）
一
三
四
頁
以
下
。

も
っ
と
も
、
大
谷
は
、
既
遂
犯
に
お
い
て
故
意
を
主
観
的
違
法
要
素
と
認
め
る
根
拠
と
し
て
は
、
「
故
音
品
、
過
失
お
よ
び
無
過
失
は
、
行
為
の
社
会

的
相
当
性
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
」
と
い
う
こ
と
を
根
拠
に
挙
げ
て
い
る
（
大
谷
・
前
掲
書
二
四
O
頁
）
。
さ
ら
に
、
伊
東
研
祐
「
刑
法
総
論
」
（
二

0
0
八
）
七
九
頁
は
、
「
構
成
要
件
的
結
果
の
惹
起
を
禁
じ
る
行
為
規
範
に
意
識
的
に
違
反
し
て
行
わ
れ
る
行
為
の
危
険
性
（
結
果
発
生
へ
の
志
向
性

な
い
し
収
敵
性
と
社
会
的
通
常
行
動
か
ら
の
逸
脱
性
お
よ
び
社
会
撹
乱
性
と
に
由
来
す
る
危
険
性
）
は
、
非
意
識
的
に
違
反
す
る
行
為
に
因
っ
て
生

じ
る
そ
れ
ら
よ
り
も
、
一
般
的
に
は
、
遥
か
に
大
き
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
」
（
傍
点
筆
者
）
と
す
る
。
こ
こ
で
は
「
危
険
性
」
が
必
ず
し
も

物
理
的
な
意
味
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
行
為
無
価
値
論
か
ら
「
故
意
は
行
為
の
危
険
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
」

と
主
張
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
「
危
険
性
」
の
内
容
は
何
な
の
か
に
つ
い
て
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
口
）
中
「
故
意
の
体
系
的
地
位
」
（
前
掲
注
（
4
）
）
一
五
七
｜
一
五
八
頁
。

（
同
）
内
藤
謙
「
刑
法
講
義
総
論
（
上
）
」
（
一
九
八
三
）
一
一
一
一
一
頁
。
さ
ら
に
、
前
掲
注
（
4
）
で
挙
げ
た
中
山
研
一
の
諸
論
文
を
参
照
。

（
円
）
内
山
良
雄
「
未
遂
犯
総
説
」
曽
根
威
彦
H
松
原
芳
博
編
「
重
点
課
題
刑
法
総
論
」
（
二

O
O
八
）
一
九
O

一
九
一
頁
。

（
却
）
佐
伯
（
仁
）
・
前
掲
注
（
5
）
六
三
頁
、
山
口
・
前
掲
注
（
5
）
二
七
一
頁
。

（
引
）
ま
た
、
拳
銃
が
粗
悪
な
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
で
区
別
す
る
こ
と
も
、
実
行
の
着
手
の
有
無
の
問
題
と
い
う
局
面
で
は
意
味
の
あ
る
区
別

だ
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
幻
）
二
本
柳
・
前
掲
注
（
4
）
一
五
八
頁
。

（
お
）
佐
伯
「
違
法
性
の
判
断
」
（
前
掲
注
（
5
）
）
六
三
頁
、
高
山
・
前
掲
注
（
5
）

実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

一
五
一
頁
。
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（
M
）
鈴
木
「
実
行
の
着
手
」
（
前
掲
注
（
5
）
）
八
九
頁
、
町
野
・
前
掲
注
（
6
）
一
三
四
頁
。

（
お
）
山
口
・
前
掲
注
（
5
）
九
五
頁
。
さ
ら
に
、
和
田
・
前
掲
注
（
5
）
一
二

O
頁
は
、
「
行
為
完
遂
意
思
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。
も
っ
と
も
、

和
田
は
自
説
を
犯
行
計
画
を
考
慮
す
る
見
解
と
区
別
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
お
）
前
掲
注
（
6
）
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
行
為
意
思
と
犯
行
計
画
を
同
視
す
る
こ
と
に
批
判
的
な
の
は
、
高
山
・
前
掲
注
（
5
）
一
ム
ハ
六
頁
。

（
幻
）
こ
の
点
に
つ
き
、
井
田
良
「
刑
法
総
論
の
理
論
構
造
』
（
二

O
O
五
）
七
六
頁
も
参
照
。

（
お
）
こ
れ
に
対
し
、
中
山
「
刑
法
の
論
争
問
題
』
（
前
掲
注
（
4
）
）
七
九
頁
は
、
未
遂
犯
に
お
け
る
故
意
を
危
険
性
の
認
識
に
解
消
す
べ
き
だ
と
す
る
。

さ
ら
に
、
粛
野
彦
弥
「
刑
法
総
論
』
（
三

O
O
八
）
六
六
頁
、
二
三
四
頁
も
そ
の
よ
う
な
構
成
を
示
唆
す
る
。

（
m）
平
野
・
前
掲
注
（
日
）
三
ゴ
一
頁
。

（
却
）
故
意
を
性
格
責
任
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
点
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
小
林
憲
太
郎
『
刑
法
的
帰
責
｜
フ
ィ
ナ
リ
ス
ム
ス
・
客

観
的
帰
属
論
・
結
果
無
価
値
論
』
（
二

O
O七
）
八
七
頁
以
下
。

（
日
）
平
場
安
治
「
行
為
意
思
と
故
意
」
「
佐
伯
千
伺
博
士
還
暦
祝
賀
犯
罪
と
刑
罰
（
上
）
』
（
一
九
六
八
）
二
四
八
頁
参
照
。

（
刀
）
前
掲
注
（
凶
）
の
伊
東
『
刑
法
総
論
』
七
九
頁
か
ら
の
引
用
も
参
照
。

（
竹
刀
）
不
能
犯
論
に
関
す
る
私
見
に
つ
い
て
は
、
不
十
分
な
内
容
な
が
ら
、
拙
稿
「
不
能
犯
に
関
す
る
一
考
察
｜
具
体
的
危
険
説
の
再
検
討
」
法
学
政

治
学
論
究
五
四
号
（
二

O
O
三
）
一
二
五
三
頁
以
下
、
及
び
、
「
不
能
犯
に
関
す
る
一
考
察
｜
客
観
的
危
険
説
の
検
討
」
法
学
政
治
学
論
究
五
八
号
（
二

0
0
ゴ
二
三
三
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
M
）
井
田
・
前
掲
注
（
幻
）
二
五
三
六
頁
参
照
。
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計
画
を
め
ぐ
る
問
題

以
上
で
、
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
故
意
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
に
、
実
行
の
着
手

時
期
の
判
断
と
計
画
を
め
ぐ
る
議
論
の
検
討
に
移
ろ
う
。



行
為
者
の
犯
行
計
画
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
す
る
見
解
は
、
か
つ
て
、
主
観
説
と
客
観
説
の
中
間
説
と
い
う
形
で
主
張
さ
れ
た
（
折

衷
説
）
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
こ
の
問
題
は
、
客
観
説
内
部
で
、
危
険
判
断
を
行
う
際
の
資
料
と
し
て
行
為
者
の
犯
行
計
画
を
取

り
込
む
べ
き
か
と
い
う
文
脈
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

従
来
の
学
説
状
況
は
、
ま
ず
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
故
意
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
す
る
見
解
と
、
行
為
者
の
主
観
面
を

一
切
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
が
対
立
し
て
い
て
、
次
に
前
者
の
内
部
で
故
意
限
度
で
考
慮
す
べ
き
だ
と
す
る
見
解
と
、

行
為
者
の
犯
行
計
画
ま
で
考
慮
す
べ
き
だ
と
す
る
見
解
（
以
下
、
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
計
画
を
考
慮
す
る
見
解
を
計
画
説

と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）
が
対
立
す
る
と
い
う
図
式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
近
時
有
力
化
し
て
い
る
行
為
意
思
説
か

ら
も
計
画
を
考
慮
す
る
こ
と
は
理
論
上
不
可
能
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
し
、
現
に
そ
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
論
者
も
現
れ
て
い
る
。

実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

こ
れ
に
よ
り
、
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
と
計
画
を
め
ぐ
る
現
在
の
学
説
状
況
は
、
違
法
論
の
対
立
を
こ
え
て
、
以
下
の
よ
う
な
複

雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

①
行
為
者
の
主
観
面
を
一
切
考
慮
し
な
い
見
解
。

②
故
意
の
限
度
で
考
慮
し
、
計
画
は
考
慮
し
な
い
見
解
。

③
行
為
意
思
を
考
慮
し
、
計
画
は
考
慮
し
な
い
見
解
。

④
故
意
を
考
慮
し
、
さ
ら
に
計
画
も
考
慮
す
る
見
解
。

⑤
行
為
意
思
を
考
慮
し
、
さ
ら
に
計
画
も
考
慮
す
る
見
解
。

だ
が
、
視
野
を
実
行
の
着
手
の
局
面
に
限
定
せ
ず
、
責
任
レ
ベ
ル
も
含
め
た
未
遂
犯
の
成
立
要
件
全
体
に
ま
で
広
げ
た
場
合
、
実

行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
行
為
者
の
主
観
面
を
一
切
考
慮
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
見
解
で
あ
っ
て
も
、
故
意
の
成
否
を
判
断

す
る
際
に
計
画
の
問
題
に
は
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
の
よ
う
な
事
例
を
考
え
て
み
よ
う
。

X
が
A
を
殺
害
し
よ
う
と
考
え
、
凶
器
の
拳
銃
を
準
備
し
、
自
動
車
で

A
宅
に
向
か
う
途

127 



中
、
興
奮
の
た
め
注
意
散
漫
と
な
り
、
通
行
人
に
車
を
衝
突
さ
せ
た
が
、
そ
の
通
行
人
は

A
で
あ
っ
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
（
A
は

刑事法

一
命
を
取
り
留
め
た
と
す
る
）
。
こ
の
場
合
、

X
に
殺
人
未
遂
罪
が
成
立
す
る
と
主
張
す
る
も
の
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
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の
場
合
に
な
ぜ
殺
人
未
遂
罪
が
成
立
し
な
い
の
か
が
問
題
と
な
る
。
行
為
者
の
主
観
面
を
一
切
考
慮
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
見
解
か

ら
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

X
は
A
の
生
命
に
対
す
る
客
観
的
危
険
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
実

行
の
着
手
は
認
め
ら
れ
る
が
、
故
意
が
認
め
ら
れ
な
い
、
と
。
し
か
し
こ
の
ケ

i
ス
で

X
に
は
殺
意
は
あ
る
（
殺
人
予
備
罪
も
認
め

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
遂
犯
成
立
に
必
要
な
故
意
が
な
い
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
よ
る
の

か
が
問
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
占
…
、

X
に
は
最
終
的
な
結
果
実
現
行
為
の
認
識
（
設
例
で
い
え
ば
、
「
A
を
自
動
車
で
ひ
き
殺
す
」
と
い
う
認
識
）
が
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
持
ち
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
故
意
既
遂
犯
の
成
否
の
場
面
に
お
い
て
は
、
行
為
者
に
最

終
的
な
結
果
実
現
行
為
の
認
識
が
あ
る
こ
と
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
が
争
点
と
な
る
が
（
い
わ
ゆ
る
「
早
す
ぎ
た
構
成
要
件
実
現
」
な

い
し
「
早
す
ぎ
た
結
果
発
生
」
の
問
題
）
、
少
な
く
と
も
未
遂
犯
の
成
否
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
未
遂
犯
処
罰
の
範
囲
を
実
行
未
遂

に
限
定
し
な
い
限
り
、
行
為
者
に
最
終
的
な
結
果
実
現
行
為
の
認
識
が
な
く
と
も
、
そ
れ
よ
り
前
倒
さ
れ
た
段
階
の
行
為
の
認
識
を

と
ら
え
て
、
故
意
を
肯
定
す
る
余
地
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。X

に
は
自
動
車
を
衝
突
さ
せ
る
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て

A
の
生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
の
認
識
が
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
未
遂
犯
の
成
立
の

そ
こ
で
、
二
つ
の
考
え
方
が
あ
り
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、

た
め
に
必
要
な
故
意
の
内
容
と
し
て
は
、
最
終
的
な
結
果
実
現
行
為
の
認
識
は
必
要
で
な
く
、
こ
れ
と
一
連
性
を
有
す
る
行
為
の
認

識
が
あ
れ
ば
よ
い
が
、
前
記
事
例
で
は
拳
銃
で
殺
害
す
る
と
い
う
行
為
と
自
動
車
を
衝
突
さ
せ
た
段
階
の
行
為
と
の
聞
に
は
一
連
性

は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
二
の
考
え
方
は
、
行
為
の
一
連
性
を
判
断
す
る
た
め
に
必
然
的
に
行
為

者
の
計
画
を
考
慮
に
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
故
音
山
の
有
無
を
判
断
す
る
際
に
行
為
者
の
計
画
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
こ
と
に
な



る
。
両
者
の
考
え
方
の
違
い
は
、
行
為
者
が
行
為
そ
れ
自
体
の
有
す
る
危
険
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
行
為
者
の
計
画
上
、
最
終
的

な
結
果
実
現
行
為
と
の
聞
に
は
い
ま
だ
時
間
的
・
場
所
的
な
隔
た
り
が
あ
る
、
ま
た
は
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
障
害
が
存
在

す
る
と
い
う
場
合
に
、
結
論
の
差
と
な
っ
て
現
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
実
行
の
着
手
に
お
い
て
行
為
者
の

主
観
面
を
一
切
考
慮
す
べ
き
で
な
い
と
し
た
と
し
て
も
、
故
意
の
場
面
で
、
計
画
を
考
慮
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
直
面
せ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
行
為
音
ω
思
の
み
考
慮
し
、
計
画
は
考
慮
し
な
い
と
い
う
見
解
に

も
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

ま
た
、
故
意
の
限
度
で
考
慮
す
べ
き
だ
と
す
る
見
解
も
、
同
様
の
問
題
に
直
面
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
先
の
事
例
で
行

為
の
危
険
性
を
否
定
す
る
の
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
事
後
的
に
み
れ
ば
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
衝
突
の
時
点
を
基
準
に
し
て

一
般
人
の
視
点
か
ら
は
結
果
発
生
の
危
険
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

X
は
あ
く
ま
で

も拳
銃
で

A
を
殺
害
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
拳
銃
で
の
殺
害
と
の
関
係
で
は
危
険
は
い
ま
だ
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
す
る

と
す
れ
ば
、
危
険
判
断
に
お
い
て
行
為
者
の
犯
行
計
画
を
考
慮
す
る
こ
と
を
正
面
か
ら
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
、

X
は
A
を
自

動
車
で
ひ
き
殺
す
つ
も
り
は
な
い
の
で
故
意
が
な
い
と
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
未
遂
犯
に
お
い
て
は

「
そ
の
行
為
で
結
果
を
発
生
さ
せ
る
」
と
い
う
最
終
的
な
結
果
実
現
行
為
の
認
識
は
不
要
で
あ
り
、
自
動
車
で
ひ
き
殺
す
つ
も
り
が

な
い
と
い
う
こ
と
が
即
座
に
未
遂
犯
の
故
意
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
も
、
故
意
の

有
無
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
自
動
車
で
衝
突
さ
せ
る
行
為
に
よ
っ
て

A
の
生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
の
認
識
を
問
題
に
す
る
の

か
、
行
為
者
の
犯
行
計
画
を
考
慮
し
て
、
最
終
的
な
結
果
実
現
行
為
（
拳
銃
で
殺
害
す
る
行
為
）
と
の
間
の
時
間
的
・
場
所
的
距
離

を
問
題
と
す
る
の
か
と
い
う
対
立
軸
が
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
仮
に
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
か
ら
犯
行
計
画
を
放
逐
し
た
と
し
て
も
、
未
遂
犯
の
成
立
要
件
を
ト
ー
タ
ル
で

考
え
た
場
合
、
犯
行
計
画
を
考
慮
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
、
行
為
者
の
犯
行
計
画
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
計
画
を
考
慮
し
な
い
見
解
は
、
未
遂
犯
が
単
な
る
危

慶躍の法律学刑事法

険
犯
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
い
ま
だ
看
過
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
行
法
上
、
未
遂
犯
は
故
意
犯
に
つ
い
て
し
か
処
罰
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
し
て
故
意
未
遂
犯
の
構
造
上
の
特
徴
が
、
犯
罪
実
現
に
向
け
た
行
為
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
が
成
就

し
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
行
為
者
が
予
定
し
て
い
た
最
終
的
な
結
果
実
現
行
為
と
、
着
手
の
有
無
が
問
題
と
な
っ
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て
い
る
行
為
と
の
関
係
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
危
険
の
認
識
を
問
題
と
す
る
見
解
の
背
後
に
は
、
未
遂
犯
の
本
質
を
具
体

的
危
険
の
惹
起
そ
れ
自
体
に
求
め
る
発
想
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
未
遂
犯
は
あ
く
ま
で
犯
罪
の
実
現
に
向
け
ら
れ
た
行
為
の

過
程
で
結
果
発
生
の
具
体
的
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
が
ゆ
え
に
、
重
く
処
罰
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
計
画
を
考
慮
し
な
い
見
解
は
、
着
手

の
有
無
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
為
と
行
為
者
の
予
定
し
て
い
た
最
終
的
な
結
果
実
現
行
為
と
の
結
び
つ
き
を
捨
象
す
る
。
そ
の
結

果
、
危
険
性
の
認
識
と
既
遂
犯
の
故
意
と
の
関
係
も
明
ら
か
で
は
な
く
な
り
、
そ
も
そ
も
未
遂
犯
に
お
い
て
既
遂
犯
の
故
意
を
要
求

す
る
こ
と
も
論
理
必
然
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
行
為
者
の
計
画
を
考
慮
に
入
れ
る

見
解
が
妥
当
で
あ
る
。

次
に
、
計
画
の
問
題
を
体
系
上
ど
こ
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
故
意
を
考
慮
す

べ
き
だ
と
す
る
本
稿
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
行
為
者
の
犯
行
計
画
も
責
任
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
の
レ
ベ
ル

で
考
慮
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
計
画
を
故
意
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
か
、
危
険
性
の
問
題
と
し
て
と

ら
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
客
観
的
に
行
為
の
危
険
性
を
判
断
し
た
上
で
、
そ
の
後
に
計
画
を
考
慮
に
入
れ
て
未
遂
犯
成
立

の
た
め
に
必
要
な
故
意
の
有
無
を
判
断
す
る
よ
り
は
、
最
初
か
ら
行
為
者
の
犯
行
計
画
を
考
慮
に
入
れ
て
行
為
の
危
険
性
判
断
を
行

う
方
が
簡
明
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
計
画
説
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
上
の
よ
う
な
本
稿
の
計
画
説
の
理
解
に
し
た
が
え

ば
、
未
遂
犯
に
お
け
る
故
意
の
問
題
と
実
行
の
着
手
の
判
断
は
、
少
な
く
と
も
単
独
正
犯
に
お
い
て
は
、
重
な
る
こ
と
と
な
る
。
た

だ
し
、
実
行
の
着
手
に
つ
い
て
は
不
能
犯
論
と
の
関
係
で
、
さ
ら
に
客
観
化
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。



以
上
は
未
遂
犯
の
構
造
に
基
づ
く
論
拠
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
、
実
際
の
結
論
上
、
計
画
説
と
計
画
を
考
慮
し
な
い
見
解
と
で
は

ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

計
画
説
と
計
画
を
考
慮
し
な
い
見
解
と
で
結
論
に
差
が
生
じ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
行
為
者
の
犯
罪
計
画
に
よ
れ
ば
い
ま
だ

結
果
実
現
ま
で
に
障
害
と
な
る
事
情
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
論
じ
る
際
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
の
が
、
強
姦
に
関
す

る
最
決
昭
和
四
五
年
七
月
二
八
日
の
事
案
で
あ
る
。
こ
の
事
案
は
、
被
告
人
ら
が
女
性
を
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転
席
に
引
き
ず
り
込
み
、

そ
こ
か
ら
五
八

0
0
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
護
岸
工
事
現
場
ま
で
移
動
し
た
上
で
、
ダ
ン
プ
カ
ー
内
部
で
同
女
の
反
抗
を
抑
圧
し
て
姦
淫

に
及
ん
だ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
引
き
ず
り
込
ん
だ
際
に
被
害
者
に
傷
害
を
負
わ
せ
た
た
め
強
姦
致
傷
罪
の
成
否
が
問
題
と
な

っ
た
。
最
高
裁
は
、
被
害
者
を
「
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転
席
に
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
た
段
階
に
お
い
て
す
で
に
強
姦
に
至
る
客
観
的

実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

な
危
険
性
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
、
被
害
者
を
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転
席
に
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
た
段
階
で
、
強
姦
罪

の
実
行
の
着
手
を
認
め
た
。

計
画
説
の
論
者
の
中
で
も
本
決
定
に
対
す
る
評
価
は
分
か
れ
る
が
、
被
告
人
ら
の
犯
行
計
画
に
着
目
し
、
被
告
人
ら
が
、
車
内
に

引
き
ず
り
込
ん
で
す
ぐ
に
姦
淫
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
、
別
の
場
所
に
移
動
し
た
上
で
姦
淫
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い

は
ホ
テ
ル
に
連
れ
込
ん
だ
上
で
姦
淫
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
か
に
よ
っ
て
結
論
が
異
な
り
得
る
と
す
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
計
画
を
考
慮
し
な
い
見
解
に
お
い
て
は
、
行
為
者
が
す
ぐ
に
最
終
的
な
結
果
実
現
行
為
を
行
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
の

か
、
な
お
い
く
つ
か
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
の
か
は
、
判
断
の
資
料
に
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
客
観
的

に
み
て
す
ぐ
に
で
も
姦
淫
に
及
ぶ
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
か
否
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
強
姦
罪
は
暴

行
・
脅
迫
を
手
段
と
す
る
犯
罪
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
姦
淫
に
直
接
向
け
ら
れ
た
暴
行
・
脅
迫
を
行
っ
た
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
そ
の

未
遂
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
例
と
し
て
、
手
段
が
限
定
さ
れ
て
い
な

い
殺
人
罪
で
考
え
て
み
よ
う
。
行
為
者
が
複
雑
な
殺
害
計
画
を
有
し
て
い
た
ケ

l
ス
で
着
手
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
と
し
て
、
以
下
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の
も
の
が
あ
る
。
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被
告
人
X
は
、
被
害
者
（
X
の
夫
）
を
事
故
死
に
み
せ
か
け
て
殺
害
し
保
険
金
を
詐
取
し
よ
う
と
考
え
、
殺
害
の
実
行
を
被
告
人

Y
に
依
頼
し
た
。

Y
は
、
他
の
者
に
殺
害
を
実
行
さ
せ
よ
う
と
考
え
、
実
行
犯
三
名
を
仲
間
に
加
え
た
。

Y
は
、
次
の
よ
う
な
計
画

を
立
て
、
実
行
犯
三
名
に
そ
の
実
行
を
指
示
し
た
。
そ
の
計
画
と
は
、
実
行
犯
三
名
の
乗
っ
た
自
動
車
を
被
害
者
の
運
転
す
る
自
動

車
に
衝
突
さ
せ
、
示
談
交
渉
を
装
っ
て
被
害
者
を
実
行
犯
三
名
の
乗
っ
た
自
動
車
に
誘
い
込
み
、
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
使
っ
て
被
害
者

を
失
神
さ
せ
た
上
、
自
動
車
で
一
時
間
以
上
か
か
る
河
川
付
近
ま
で
運
び
、
自
動
車
ご
と
被
害
者
を
崖
か
ら
川
に
転
落
さ
せ
溺
死
さ

せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

実
行
犯
三
名
は
、
助
手
席
ド
ア
を
内
側
か
ら
開
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
に
改
造
し
た
自
動
車
に
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
等
を
積
ん
で

出
発
し
、

Y
の
指
示
通
り
に
殺
害
計
画
を
実
行
し
、
被
害
者
を
死
亡
さ
せ
た
。
た
だ
、
被
害
者
を
自
動
車
ご
と
転
落
さ
せ
る
場
所
に

つ
い
て
は
、
当
初
Y
が
計
画
し
た
場
所
は
遠
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、
近
く
の
港
に
変
更
し
た
。
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
使
っ
て
被
害
者
を
昏

倒
さ
せ
た
行
為
（
第
一
行
為
）
の
場
所
と
、
自
動
車
ご
と
転
落
さ
せ
た
行
為
（
第
二
行
為
）
の
場
所
と
の
聞
に
は
、
約
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
距
離
が
あ
り
、
時
間
的
に
は
約
二
時
間
の
隔
た
り
が
あ
っ
た
。

本
事
案
で
は
、
被
害
者
の
死
因
が
第
一
行
為
に
よ
る
も
の
か
第
二
行
為
に
よ
る
も
の
か
が
特
定
で
き
ず
、
第
一
行
為
の
時
点
で
既

に
被
害
者
が
死
亡
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
殺
人
既
遂
罪
が
成
立
す
る
か
が
争
点
と
な
っ
た
。

［
決
定
の
要
旨
］

本
決
定
は
、
ま
ず
、
第
一
行
為
の
時
点
で
殺
人
の
実
行
の
着
手
が
あ
っ
た
か
を
検
討
し
、
実
行
犯
三
名
の
殺
害
計
画
に
よ
れ
ば
、

「
第
一
行
為
は
第
二
行
為
を
確
実
か
つ
容
易
に
行
な
う
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
こ
と
、
第
一
行
為
に
成
功



し
た
場
合
、
そ
れ
以
降
の
殺
害
計
画
を
遂
行
す
る
上
で
障
害
と
な
る
よ
う
な
特
段
の
事
情
が
存
し
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
や
、

第
一
行
為
と
第
二
行
為
と
の
間
の
時
間
的
場
所
的
近
接
性
な
ど
に
照
ら
す
と
、
第
一
行
為
は
第
二
行
為
に
密
接
な
行
為
で
あ
り
、
実

行
犯
三
名
が
第
一
行
為
を
開
始
し
た
時
点
で
既
に
殺
人
に
至
る
客
観
的
な
危
険
性
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
時
点
に
お

い
て
殺
人
罪
の
実
行
の
着
手
が
あ
っ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
「
実
行
犯
三
名
ら
は
：
：
：
一
連

の
殺
害
行
為
に
着
手
し
て
、
そ
の
目
的
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
、
実
行
犯
三
名
の
認
識
と
異
な
り
：
：
：
第
一
行
為
に
よ

実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

り
死
亡
し
て
い
た
と
し
て
も
、
殺
人
の
故
意
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
」
い
と
し
た
。

本
件
は
、
殺
人
既
遂
罪
の
成
否
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
が
、
そ
の
問
題
の
解
決
の
前
提
と
し
て
、
第
一
行
為
の
時
点
で
殺

人
の
実
行
の
着
手
が
あ
っ
た
か
を
判
断
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
本
決
定
が
、
第
一
行
為
そ
の
も
の
の
危
険
性
だ
け
で
は
な
く
、
実
行

犯
三
名
の
計
画
を
考
慮
し
た
上
で
第
二
付
為
と
第
二
行
為
と
の
間
の
関
連
性
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
為
者
の
計
画
が
実
行

の
着
手
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
と
い
う
こ
と
を
明
示
的
に
認
め
た
は
じ
め
て
の
最
高
裁
判
例
だ
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
決
定
が
、
第
一
行
為
と
第
二
行
為
の
密
接
関
連
性
を
主
な
根
拠
と
し
て
第
一
行
為
に
着
手
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
決
定
の
射
程
は
、
被
害
者
を
気
絶
さ
せ
る
手
段
と
し
て
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
と
い
う
そ
れ
自
体
客
観
的
に
生
命
に
対
す
る
危
険
性
の
あ

る
薬
物
を
用
い
た
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
睡
眠
薬
な
ど
の
生
命
に
実
質
的
な
危
険
性
の
な
い
薬
物
を
用
い
た
場
合
に
も
及
ぶ
も
の
だ

と
い
う
評
価
も
な
さ
れ
て
い
る
。
次
の
名
古
屋
地
裁
判
決
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
殺
人
罪
の
実
行
の
着
手
を
認
め
た
裁

判
例
で
あ
る
。

名
古
屋
地
判
昭
和
四
四
年
六
月
二
五
日

②
 

［
事
案
］

被
告
人
ら
が
、
被
害
者
に
睡
眠
薬
を
飲
ま
せ
て
昏
睡
さ
せ
、
さ
ら
に
す
り
こ
木
で
殴
打
し
て
完
全
な
気
絶
状
態
に
し
た
上
、
被
害

者
を
峠
ま
で
自
動
車
で
運
び
、
被
害
者
を
自
動
車
の
運
転
席
に
座
ら
せ
て
そ
の
ま
ま
峠
の
崖
に
激
突
さ
せ
る
な
ど
し
て
交
通
事
故
死
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に
み
せ
か
け
て
殺
害
す
る
と
い
う
計
画
を
立
て
、
こ
れ
を
実
行
に
移
し
た
。
し
か
し
、
睡
眠
薬
を
飲
ま
せ
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
も

の
の
、
す
り
こ
木
で
被
害
者
の
頭
部
を
殴
打
し
た
と
こ
ろ
、
被
害
者
が
目
を
覚
ま
し
た
た
め
、
目
的
を
達
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
案
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で
あ
る
。

［
判
決
の
要
旨
］

名
古
屋
地
裁
は
、
「
数
個
の
連
続
且
つ
一
連
の
殺
人
行
為
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
た
計
画
的
行
為
中
の
一
つ
の
行
為
の
結
果
に
よ

っ
て
、
次
の
行
為
を
容
易
な
ら
し
め
、
そ
の
行
為
の
結
果
に
よ
っ
て
更
に
次
の
行
為
を
容
易
な
ら
し
め
、
最
終
的
に
は
現
実
の
殺
人

行
為
そ
れ
自
体
を
容
易
な
ら
し
め
る
と
い
う
因
果
関
係
的
に
関
連
を
持
つ
犯
罪
行
為
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
行
為

を
広
く
統
一
的
に
観
察
し
、
最
終
的
な
現
実
の
殺
人
行
為
そ
の
も
の
以
前
の
段
階
に
お
い
て
行
わ
れ
る
行
為
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら

の
行
為
に
よ
っ
て
そ
の
行
為
者
の
期
待
す
る
結
果
の
発
生
が
客
観
的
に
可
能
で
あ
る
形
態
、
内
容
を
備
え
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、

そ
の
行
為
の
結
果
は
後
に
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
殺
人
と
言
う
結
果
そ
の
も
の
に
密
接
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
、
そ
の
行
為
は
殺
人
の
結
果
発
生
に
つ
い
て
客
観
的
危
険
の
あ
る
行
為
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
実
行
の
着
手
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
す
り
こ
木
で
被
害
者
を
殴
打
し
た
時
点
で
殺
人
罪
の
実
行
の
着
手
を
肯
定
し
た
。

以
上
の
事
案
は
、
犯
行
計
画
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
最
終
的
に
計
画
し
て
い
た
殺
害
行
為
よ
り
も
か
な
り
早
い
段
階
で
殺
人
罪

の
着
手
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
犯
行
計
画
を
考
慮
し
て
強
盗
殺
人
罪
の
着
手
を
否
定
し
た
の
が
、
次
の
大
阪
地

裁
判
決
で
あ
る
。

大
阪
地
判
昭
和
五
七
年
四
月
六
日

蚕③
案

被
告
人
ら
が
、
午
前
一
一
時
頃
被
害
者
方
店
舗
内
に
お
い
て
被
害
者
を
襲
っ
て
財
物
を
強
取
し
た
上
、

一
旦
被
害
者
を
寝
袋
に
押

し
込
ん
で
気
絶
さ
せ
て
そ
の
ま
ま
そ
の
場
に
放
置
し
、
そ
の
聞
に
強
取
し
た
物
を
処
分
し
て
か
ら
、
同
日
午
後
九
時
頃
再
び
同
店
舗



に
引
き
返
し
て
被
害
者
を
運
び
出
し
、
被
害
者
を
殺
害
し
よ
う
と
い
う
計
画
の
も
と
、
同
店
舗
の
表
入
り
口
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ

し
た
状
況
で
、
被
害
者
の
両
手
両
足
を
ひ
も
で
縛
り
、
寝
袋
に
押
し
込
み
、
そ
の
上
か
ら
さ
ら
に
ひ
も
で
縛
り
、
気
絶
さ
せ
る
た
め

被
害
者
の
頭
部
を
合
計
六
、
七
回
灰
皿
で
殴
打
し
た
が
、
被
告
人
ら
が
立
ち
去
っ
た
後
、
被
害
者
が
自
力
で
脱
出
し
た
た
め
、
殺
害

の
目
的
を
遂
げ
な
か
っ
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。

［
判
決
の
要
旨
］

実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

大
阪
地
裁
は
、
被
告
人
ら
の
計
画
上
、
被
害
者
を
ガ
ラ
ス
製
の
灰
皿
で
殴
打
し
て
気
絶
さ
せ
て
か
ら
運
び
出
す
ま
で
に
、
相
当
の

時
間
的
間
隔
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
聞
に
被
害
者
が
意
識
を
回
復
し
て
自
ら
脱
出
す
る
な
り
、
あ
る
い
は
被
害
者
の
知
人
等
が
同

店
舗
を
訪
れ
て
、
異
変
に
気
付
き
、
被
害
者
が
救
出
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
、
被
告
人
ら
に
は
被
害
者

を
運
び
出
し
た
後
、
こ
れ
を
殺
害
す
る
手
段
、
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
な
計
画
を
立
て
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
本
件
殴
打

行
為
は
そ
の
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
殺
害
行
為
そ
の
も
の
に
密
接
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
評
価
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
い

ま
だ
殺
人
の
結
果
発
生
の
直
接
的
危
険
性
な
い
し
は
現
実
的
危
険
性
の
あ
る
行
為
と
は
い
え
な
い
と
し
、
強
盗
殺
人
未
遂
罪
を
否
定

し
た
。以

上
の
判
例
・
裁
判
例
は
、
犯
行
計
画
を
考
慮
し
て
着
手
時
期
の
判
断
を
し
た
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
さ
ら
に
最
近
、
殺
人
罪
の
実
行
の
着
手
に
つ
き
、
明
示
的
に
計
画
を
考
慮
し
た
高
裁
判
例
が
現
れ
て
い
る
。

名
古
屋
高
判
平
成
一
九
年
二
月
一
六
日

④
 

［
事
案
］

被
告
人
は
、
一
方
的
に
思
い
を
寄
せ
て
い
る
被
害
者
を
殺
害
し
て
自
分
も
死
の
う
と
考
え
た
が
、
被
害
者
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
経

験
を
有
す
る
と
聞
い
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
殺
害
方
法
と
し
て
、
身
の
こ
な
し
が
速
い
被
害
者
の
動
き
を
止
め
る
た
め
に
自
動
車

13ラ

を
衝
突
さ
せ
て
転
倒
さ
せ
、
そ
の
上
で
包
丁
で
刺
す
、
と
い
う
計
画
を
立
て
た
。
被
告
人
は
、
こ
の
計
画
を
実
行
に
移
す
た
め
、
自



動
車
に
乗
っ
て
被
害
者
を
待
ち
伏
せ
た
上
、
被
害
者
を
認
め
る
や
自
動
車
を
発
進
さ
せ
、
時
速
約
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
速
度
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で
被
害
者
の
右
斜
め
後
方
か
ら
車
両
前
部
を
衝
突
さ
せ
た
が
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
被
害
者
の
顔
を
み
て
、
殺
意
を
失
う
に
至
り
、

そ
の
後
の
犯
行
の
継
続
を
放
棄
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
被
告
人
が
自
動
車
を
被
害
者
に
衝
突
さ
せ
た
時
点
で
殺
人
の
実
行
の
着

手
が
認
め
ら
れ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

［
判
決
の
要
旨
］

「
被
告
人
は
、
自
動
車
を
被
害
者
に
衝
突
さ
せ
て
同
女
を
転
倒
さ
せ
、
そ
の
場
で
同
女
を
刃
物
で
刺
し
殺
す
と
い
う
計
画
を
立
て

て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
計
画
に
よ
れ
ば
、
自
動
車
を
同
女
に
衝
突
さ
せ
る
行
為
は
、
同
女
に
逃
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
刃
物
で
刺
す
た

め
に
必
要
で
あ
り
、
そ
し
て
、
被
告
人
の
思
惑
ど
お
り
に
自
動
車
を
衝
突
さ
せ
て
同
女
を
転
倒
さ
せ
た
場
合
、
そ
れ
以
降
の
計
画
を

遂
行
す
る
上
で
障
害
と
な
る
よ
う
な
特
段
の
事
情
は
な
く
、
自
動
車
を
衝
突
さ
せ
る
行
為
と
刃
物
に
よ
る
刺
突
行
為
は
引
き
続
き
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
同
時
、
同
所
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
の
時
間
的
場
所
的
近
接
性
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
な
ど
に
も
照
ら
す
と
、
自
動
車
を
同
女
に
衝
突
さ
せ
る
行
為
と
刺
突
行
為
と
は
密
接
な
関
連
を
有
す
る
一
連
の
行
為
と
い
う

べ
き
で
あ
り
、
被
告
人
が
自
動
車
を
同
女
に
衝
突
さ
せ
た
時
点
で
殺
人
に
至
る
客
観
的
な
現
実
的
危
険
性
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
そ

の
時
点
で
殺
人
罪
の
実
行
の
着
手
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

こ
れ
ら
の
事
案
の
よ
う
に
、
行
為
者
が
最
終
的
な
結
果
実
現
行
為
ま
で
の
聞
に
い
ま
だ
複
数
の
ス
テ
ッ
プ
を
予
定
し
て
い
た
場
合
、

計
画
を
考
慮
し
な
い
見
解
で
は
不
都
合
が
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
前
記
③
の
大
阪
地
判
の
事
案
で
は
、
被
害
者
の
頭
部
を
ガ
ラ
ス
製
の
灰
皿
で
殴
打
す
る
と
い
う
殴
打
行
為
の
態
様
や
、

被
害
者
を
寝
袋
に
押
し
込
む
な
ど
し
て
既
に
反
抗
を
抑
圧
し
て
お
り
い
つ
で
も
殺
害
行
為
に
及
ぶ
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
（
当
然
、
被
告
人
ら
も
そ
れ
を
認
識
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
）
、
計
画
を
考
慮
し
な
い
見
解
か
ら
は
、
被
告
人
ら
が
い
か
な



実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

る
計
画
を
有
し
て
い
よ
う
と
も
、
強
盗
殺
人
罪
の
着
手
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
仮
に
、
被
告
人
ら
が

被
害
者
を
別
の
場
所
で
一
週
間
監
禁
し
た
後
に
殺
害
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
殴
打
し
た
時
点
で
強
盗
殺
人
罪

の
実
行
の
着
手
を
認
め
る
と
す
れ
ば
不
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
記
④
の
名
古
屋
高
判
の
事
案
に
つ
い
て
も
、
計
画
説
に
立
て
ば
、

同
事
案
の
よ
う
に
行
為
者
が
自
動
車
を
被
害
者
に
衝
突
さ
せ
た
直
後
に
被
害
者
を
殺
害
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
か
、
被
害
者
を
別

の
場
所
に
移
動
さ
せ
た
上
で
殺
害
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
か
に
よ
っ
て
結
論
が
変
わ
る
余
地
が
あ
る
の
に
対
し
、
計
画
を
考
慮
し

な
い
見
解
か
ら
は
、
自
動
車
を
衝
突
さ
せ
る
行
為
に
よ
る
被
害
者
の
生
命
に
対
す
る
危
険
、
ま
た
は
衝
突
後
す
ぐ
に
殺
害
に
及
ぶ
こ

と
が
で
き
る
状
況
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
危
険
が
客
観
的
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
危
険
を
行
為
者
が
認
識
し
て
い
る
以
上
は
、

仮
に
行
為
者
が
被
害
者
を
別
の
場
所
に
移
し
て
姦
淫
し
て
か
ら
殺
害
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
殺
人
の
着
手
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
結
論
は
不
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
様
に
、
①
と
②
の
事
案
で
も
犯
行

計
画
を
無
視
し
て
着
手
判
断
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
た
と
え
ば
③
の
事
案
の
場
合
、
殴
打
の
時
点
で
は
殺
人
の
故
意
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
反
論
も
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
、
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
未
遂
犯
の
故
意
と
し
て
最
終
的
な
結
果
実
現
行
為
の
認
識
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
し
て
、
「
す
ぐ
に
で
も
殺
害
で
き
る
」
と
い
う
状
況
が
一
種
の
結
果
発
生
の
具
体
的
危
険
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
計
画
を
考
慮

し
な
い
見
解
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
認
識
が
行
為
者
に
あ
る
以
上
、
未
遂
犯
の
成
立
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
な

の
で
あ
る
。

計
画
説
に
対
し
て
は
、
特
に
実
行
の
着
手
判
断
に
お
い
て
主
観
面
を
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
、
計
画
を
考
慮
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
処
罰
範
囲
が
不
当
に
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
批
判
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
行
の
着
手
が
認
め
ら
れ

る
範
囲
が
広
く
な
る
か
ど
う
か
は
、
一
次
的
に
は
実
行
の
着
手
の
判
断
基
準
を
ど
の
程
度
厳
格
に
設
定
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
判
断
資
料
を
ど
の
範
囲
に
設
定
す
る
の
か
と
は
別
の
課
題
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
前
述
し
た
と
お
り
、
計
画
の
問
題
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は
あ
ら
ゆ
る
見
解
が
直
面
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
な
い
見
解
は
、
本
来
論
ず
べ
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き
問
題
を
隠
蔽
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

慶躍の法律学

最
後
に
、
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
行
為
者
の
主
観
面
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
面
が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、

「
物
理
的
危
険
」
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
結
果
実
現
行
為
と
の
接
着
性
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
で
も
着
手
を
認
め
て
よ
い
と
す

る
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た
通
り
、
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
は
行
為
者
の
予
定
し
て
い
た
最
終
的
な
結
果

実
現
行
為
と
着
手
の
有
無
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
為
と
の
関
係
を
問
題
に
す
べ
き
で
あ
る
以
上
、
す
べ
て
の
場
合
に
計
画
は
考
慮

す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
二
元
的
な
理
解
は
支
持
で
き
な
い
。

（
お
）
斉
藤
金
作
「
実
行
の
着
手
」
『
刑
法
講
座
第
四
巻
』
（
一
九
六
三
）
一
頁
以
下
、
西
原
春
夫
『
間
接
正
犯
の
理
論
』
（
一
九
六
二
）

野
村
稔
『
未
遂
犯
の
研
究
』
（
一
九
八
四
）
二
九
八
頁
以
下
な
ど
。
さ
ら
に
、
木
村
亀
二
（
阿
部
純
二
増
補
）
『
刑
法
総
論
」
（
一
九
七
八
）
ゴ
一
四
五
頁
。

（
話
）
行
為
者
の
犯
行
計
画
を
考
慮
す
べ
き
で
な
い
と
明
言
す
る
も
の
と
し
て
、
大
谷
・
前
掲
注
（
同
）
三
六
九
頁
。
こ
の
ほ
か
、
計
画
に
言
及
し
な

い
文
献
は
多
数
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
計
画
の
考
慮
を
否
定
す
る
趣
旨
な
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
幻
）
前
掲
注
（
お
）
で
挙
げ
た
文
献
の
ほ
か
、
井
田
・
前
掲
注
（
幻
）
、
奥
村
・
前
掲
注
（
同
）
一
一
一
一

O
頁
、
川
端
・
前
掲
注
（
凶
）
、
塩
見
淳
「
実

行
の
着
手
に
つ
い
て
合
二
・
完
」
法
学
論
叢
二
二
巻
六
号
（
一
九
八
七
）
七
頁
以
下
。

（
見
）
な
お
、
私
見
は
故
意
既
遂
犯
成
立
の
た
め
に
最
終
的
な
結
果
実
現
行
為
の
認
識
を
要
求
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
既
遂
犯
の
故
意
と
未
遂
犯
の

故
意
は
同
一
だ
と
考
え
る
（
拙
稿
「
早
す
ぎ
た
構
成
要
件
実
現
に
つ
い
て
」
法
学
政
治
学
論
究
六
三
号
（
二

O
O
四
）
二
二
五
頁
以
下
参
照
）
。
以
下

で
「
未
遂
犯
の
故
意
」
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
便
宜
的
に
用
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

未
遂
犯
の
故
意
と
既
遂
犯
の
故
意
を
区
別
し
な
い
見
解
と
し
て
、
板
倉
宏
「
早
す
ぎ
た
構
成
要
件
の
実
現
」
日
本
大
学
法
科
大
学
院
法
務
研
究
二

号
（
二

O
O
六
）
一
頁
以
下
、
奥
村
正
雄
「
実
行
行
為
概
念
の
意
義
と
機
能
」
刑
法
雑
誌
四
五
巻
二
号
（
二

O
O
五
）
二
五
七
頁
以
下
、
川
端
博
「
早

す
ぎ
た
構
成
要
件
の
実
現
」
研
修
六
八
八
号
（
二

O
O
五
）
一
二
頁
以
下
、
佐
久
間
修
「
実
行
行
為
と
故
意
の
概
念
｜
早
す
ぎ
た
結
果
発
生
を
素
材
と

一
四
九
頁
以
下
、



し
て
｜
」
法
曹
時
報
五
七
巻
一
二
号
（
二

O
O
五
）
一
頁
以
下
、
島
田
聡
一
郎
「
実
行
行
為
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
」
刑
法
雑
誌
四
五
巻
二
号
（
二

0
0
五
）
二
三
五
頁
、
西
田
・
前
掲
注
（
3
）
一
二
三
頁
、
日
高
・
前
掲
注
（
叩
）
一
二
三
頁
以
下
、
福
田
「
刑
法
解
釈
学
の
諸
問
題
」
（
前
掲
注

（
ロ
）
）
七
八
頁
以
下
、
山
中
敬
一
「
い
わ
ゆ
る
早
す
ぎ
た
構
成
要
件
実
現
と
結
果
の
帰
属
」
『
現
代
社
会
型
犯
罪
の
諸
問
題
」
（
二

O
O
四
）
九
七
頁

以
下
な
ど
。

実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

こ
れ
に
対
し
、
未
遂
犯
の
故
意
と
既
遂
犯
の
故
意
を
区
別
す
る
見
解
と
し
て
、
石
井
徹
哉
「
い
わ
ゆ
る
早
す
ぎ
た
構
成
要
件
の
実
現
に
つ
い
て
」

奈
良
法
学
雑
誌
一
五
巻
一
・
二
号
（
二

O
O
二
）
一
頁
以
下
、
同
「
行
為
と
責
任
の
同
時
存
在
の
原
則
」
刑
法
雑
誌
四
五
巻
二
号
（
二

O
O
五
）
二

四
二
頁
以
下
、
高
橋
・
前
掲
注
（
4
）
五
九
頁
以
下
、
西
村
秀
二
「
「
早
ま
っ
た
結
果
惹
起
」
に
つ
い
て
」
富
山
経
済
論
集
四
六
巻
三
号
（
二

O
O
二

一
一
五
頁
以
下
、
林
幹
人
「
早
過
ぎ
た
結
果
の
発
生
」
判
例
時
報
一
八
六
九
号
（
二

O
O
四
）
三
頁
以
下
な
ど
。

（
円
）
未
遂
犯
の
故
意
と
し
て
危
険
性
の
認
識
が
必
要
だ
と
す
る
も
の
と
し
て
、
石
井
「
行
為
と
責
任
の
同
時
存
在
の
原
則
」
（
前
掲
注
（
見
）
）
二
五

三
頁
、
曽
根
威
彦
「
遡
及
禁
止
と
客
観
的
帰
属
論
」
「
現
代
型
犯
罪
の
諸
問
題
』
（
二

O
O
凹
）
一
五
三
頁
、
高
橋
・
前
掲
注
（
4
）
七
一
頁
以
下
。

（
判
）
故
意
既
遂
犯
の
故
意
の
内
容
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
と
る
も
の
と
し
て
、
佐
伯
仁
志
「
故
意
論
会
一
）
」
法
学
教
室
三

O
一
号
（
二

O

O
五
）
四
一
頁
、
島
田
・
前
掲
注
（
見
）
二
三
四
頁
、
日
高
・
前
掲
注
（
叩
）
一
二
八
頁
以
下
、
前
田
・
前
掲
注
（
叩
）
二
五
二
頁
、
山
口
・
前
掲

注
（
5
）
一
一
一
六
一
二
七
頁
な
ど
。

（
制
）
こ
こ
で
、
「
行
為
の
一
連
性
」
と
い
う
場
合
に
現
実
に
行
わ
れ
た
行
為
の
み
を
問
題
に
す
る
と
す
れ
ば
、
故
意
の
有
無
が
、
後
に
行
為
が
実
際
に

行
わ
れ
た
か
否
か
と
い
う
本
来
故
意
の
成
否
と
は
無
関
係
な
事
情
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
理
論
的
に
問
題
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
、
故
意
の
有

無
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
為
と
行
為
者
の
予
定
し
て
い
た
結
果
実
現
行
為
と
の
間
の
一
連
性
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
但
）
実
行
の
着
手
判
断
に
お
い
て
故
意
を
考
慮
す
べ
き
場
合
が
あ
る
と
す
る
見
解
を
前
提
と
し
つ
つ
（
林
・
前
掲
注
（
日
）
二
一
五
八
頁
）
、
未
遂
犯
の

成
立
に
必
要
な
故
意
の
判
断
に
つ
い
て
、
最
終
的
な
結
果
実
現
行
為
と
の
密
接
性
を
問
題
に
す
る
も
の
と
し
て
、
林
・
前
掲
注
（
苅
）
五
頁
。

（
幻
）
島
田
・
前
掲
注
（
見
）
二
三
二
頁
も
参
照
。

（
判
）
さ
ら
に
、
私
見
は
未
遂
犯
の
故
意
と
既
遂
犯
の
故
意
と
を
区
別
し
な
い
（
前
掲
注
（
見
）
参
照
）
か
ら
、
ひ
い
て
は
故
意
既
遂
犯
の
成
立
に
必

要
な
故
意
の
有
無
の
判
断
と
も
重
な
る
。

（
必
）
刑
集
二
四
巻
七
号
五
八
五
頁
。
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（
判
）
本
決
定
以
外
に
も
、
行
為
者
が
自
動
車
を
利
用
し
て
強
姦
を
し
よ
う
と
し
た
ケ
l
ス
で
、
自
動
車
に
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
た
行
為
の
時
点
で

着
手
が
認
め
ら
れ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
は
多
数
あ
る
。
最
近
の
も
の
と
し
て
、
大
阪
地
判
平
成
一
五
年
四
月
一
一
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
一
一

六
号
二
八
四
頁
、
広
島
高
判
平
成
一
六
年
三
月
二
三
日
（
公
刊
物
未
登
載
、
今
村
智
仁
「
強
姦
罪
の
実
行
の
着
手
の
有
無
に
つ
き
、
原
審
と
控
訴
審

と
で
判
断
が
分
か
れ
た
事
例
」
研
修
五
八
七
号
一
五
頁
以
下
参
照
）
。

（
抑
）
賛
成
す
る
も
の
と
し
て
、
井
田
・
前
掲
注
（
幻
）
二
五
六
頁
、
木
村
栄
作
「
刑
事
判
例
研
究
（
八
）
」
警
察
学
論
集
二
三
一
巻
一
一
号
（
一
九
七
O
）

一
六
五
頁
。
本
決
定
に
疑
問
を
呈
す
る
も
の
と
し
て
、
川
端
H
日
高
H
塩
見
・
前
掲
注
（
3
）
一
六
頁
（
塩
見
発
言
）
、
野
村
・
前
掲
注
（
お
）
三

O

二
頁
。
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た
と
え
ば
、
浅
田
和
茂
『
刑
法
総
論
［
補
正
版
］
」
（
二

O
O
七
）
三
七
四
頁
。

前
掲
注
（
7
）0

（判）
（特）

（
叩
）
橋
爪
隆
「
判
批
」
ジ
ユ
リ
ス
ト
一
三
一
二
号
（
二

O
O
六
）
二
三
六
頁
、
平
木
正
洋
「
判
解
」
「
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
（
平
成
一
六
年

度
）
」
（
二

O
O
七
）
一
八
二
頁
、
安
田
拓
人
「
判
批
」
「
平
成
一
六
年
度
重
要
判
例
解
説
』
（
二

O
O
五
）
一
五
七
頁
。
さ
ら
に
、
奥
村
正
雄
「
判
批
」

同
志
杜
法
学
五
九
巻
六
号
（
二

O
O
八
）
五
五
四
頁
。

（
日
）
橋
爪
・
前
掲
注
（
叩
）
二
三
五
頁
、
平
木
・
前
掲
注
（
叩
）
一
七
一
頁
。

（
臼
）
判
例
時
報
五
八
九
号
九
五
頁
。

（
日
）
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
四
七
号
三
二
二
頁
。

（
日
）
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
四
七
号
三
四
二
頁
。
本
件
に
関
す
る
評
釈
と
し
て
、
金
津
真
理
「
判
批
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
一
号
（
二

O
O
八
）
七

O
頁
以
下
。

（
日
）
平
木
・
前
掲
（
叩
）
一
七
O
頁
も
参
照
。

（
話
）
和
田
・
前
掲
注
（
5
）
一
二

O
頁
、
二
一
六
頁
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
立
っ
た
と
し
て
も
、
客
観
的
に
結
果
発
生
の
高
度
な
物
理
的
危

険
が
生
じ
て
い
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
行
為
者
に
そ
の
よ
う
な
危
険
の
認
識
が
必
要
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
点
に
つ
い
て
あ
ま
り
意

識
的
な
議
論
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
た
と
え
ば
ガ
ソ
リ
ン
に
引
火
さ
せ
て
放
火
を
し
よ
う
と
し
た
事
案
に
お
い
て
、
行
為

者
が
ガ
ソ
リ
ン
を
撒
く
と
い
う
行
為
の
危
険
性
（
た
と
え
ば
、
灯
油
を
撒
く
の
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
）
を
認
識
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
検
討



が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四

結
び
に
か
え
て

本
稿
の
主
張
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
、
故
意
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

②
そ
の
根
拠
は
、
故
意
が
行
為
の
客
観
的
危
険
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
は
な
く
、
行
為
の
規
範
違
反
性
を
基
礎
づ
け
る
と
い

う
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

実行の着手と行為者主観との関係について（佐藤拓磨）

③
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
に
お
い
て
、
行
為
者
の
犯
行
計
画
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
判
断
は
（
少
な
く

と
も
単
独
正
犯
に
お
い
て
は
）
未
遂
犯
の
成
立
に
必
要
な
故
意
の
有
無
の
判
断
と
重
な
る
。

④
視
野
を
実
行
の
着
手
の
問
題
だ
け
に
限
定
せ
ず
責
任
段
階
ま
で
視
野
に
入
れ
た
場
合
、
行
為
者
の
犯
行
計
画
を
考
慮
す
べ
き
か

は
、
あ
ら
ゆ
る
見
解
が
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
問
題
で
あ
る
。

本
稿
は
、
あ
く
ま
で
実
行
の
着
手
時
期
の
判
断
資
料
に
つ
い
て
の
検
討
に
と
ど
ま
り
、
最
も
中
心
的
な
論
点
で
あ
る
実
行
の
着
手

時
期
の
判
断
基
準
の
問
題
に
つ
い
て
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
灯
）
な
お
、
本
稿
の
よ
う
に
、
行
為
者
が
実
際
に
有
し
て
い
た
主
観
的
事
情
に
着
目
す
る
見
解
に
対
し
て
は
、
「
行
為
者
の
犯
行
計
画
と
い
う
純
主
観

的
な
事
情
が
、
実
行
の
着
手
の
判
断
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
左
右
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
」
く
、
「
む
し
ろ
、
重
要
な
の
は
、
そ
こ
に
至
っ
た
行
為
の

客
観
的
な
脈
絡
で
あ
る
。
」
と
す
る
主
張
が
あ
る
（
松
宮
孝
明
『
刑
法
総
論
講
義
［
第
三
版
］
』
（
二

O
O
四
）
一
一
一
一

O
頁
。
さ
ら
に
、
中
山
研
一
日
浅

田
和
茂
H
松
宮
孝
明
「
レ
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
刑
法
図
」
（
二

O
O
二
）
五
一
五
二
頁
（
松
宮
発
言
）
。
同
様
の
主
張
を
す
る
最
近
の
独
語
文
献
と
し
て
、
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E宮
内
色
。
印
刷

Ha，∞自由
N叫

U
5
F
mユ
昂
宮
田
氏
自

gロ
∞
号
∞

5
2
S
E
E
－vB〉
5
3件ロロ∞
2
2
8
5
2
n
z
g
m
B
P
M
Oま
（
と
く
に
、
∞
－

M
S
同））。

こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
現
在
の
学
説
が
よ
っ
て
た
つ
主
観
・
客
観
の
二
分
論
に
対
す
る
批
判
を
含
む
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
犯

罪
論
の
基
本
構
想
に
も
か
か
わ
る
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
本
稿
の
射
程
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
当
否
の
検
討
は
、
将
来
の

課
題
と
し
た
い
。
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